
帯広市の都市形成

2．都市計画の変遷

昭和44年以前 昭和45年～54年

昭和55年～平成元年 平成2年～平成15年

年 主な都市計画決定など

昭和32年 川西村、大正村との合併

昭和34年 柏林台団地の造成着手

昭和37年 帯広工業団地の造成着手

昭和38年 西地区第1土地区画整理事業の決定

昭和41年 大空団地の造成着手

昭和45年 市街化/市街化調整区域制定

昭和48年 「帯広の森」事業着手

昭和54年 市街地再開発事業（帯広西二・八西地区）の決定

昭和56年 新帯広空港の開港、JR 石勝線の開業

昭和56年 西帯広ニュータウンの土地区画整理事業の決定

昭和58年 新帯広工業団地の造成着手

平成3年 新西帯広地区の宅地開発開始

平成5年 南地区の宅地開発開始

平成6年 西20 条北工業団地の造成着手

平成8年 鉄道高架開通・新駅の共用開始

平成15年 稲田川西地区の土地区画整理事業の決定

平成21年 市街地再開発事業（開広団地）の決定
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